
次の文章を読み、下の問い問～の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。１

  が実数を係数とするの多項式のとき、複素数を方程式  の解とすると、

共役な複素数 も解である。

、を実数として、  
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解説

問　実数係数の方程式  が



 を解にもつので、




も解にもつ。

　　　よって、このつの解をもつ次方程式は

　　　　　　　
 




  




 

 



  









　より、  



となるので

　　　  は    
 




で割り切れる。

　　　　

問　  は    で割り切れるので

 













　　

 




   




    

 





   



 

   





 







 

 



  







  







　よって、










 






　より、



、





　これより

　　　　　  
  



 
  





　となる。

　よって、  より、



（複号任意）

　この点は複素数平面上では以下のようになるので














　  の解によって作られる四角形の面積は

　　　　　　　　

問　    
 




より

　
  

 


 

  


 

  
とおくと　 、、、は実数

　　　　　  
 

   
 

  
･ 

　　　∴　    ･      ･    　　      ･    

　　　　　　　　  
  




  

  




　　　　　　　　      








  










　すべてので成立するので

　　　　　

  

    





 




  









 

　　　より、、、、

　よって、
  

 


 

  


 

  

問　 



   

 
 






 
 

  

 

  


　　　　　　　　　　 





 

  






 




  






 






　　　　　　　　　　
 





   



  





　　　　　　　　　　

 





 

 




 




　　　　　　　　　　

◇２０２１年　埼玉医科大学　後期



次の文章を読み、下の問い問～の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。２

斜辺の長さがである直角三角形がある。を  等分する点をに近

い方から順に  、  、……、  とする。

問　等分したときは
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問　任意の自然数に対し、
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次の文章を読み、下の問い問～の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。３
必要があれば、  、  を用いること。

　とがさいころを交互に投げるゲームを行う。最初にが投げるものとする。

　相手が直前に出した目と同じ目を出した方が負けとし、このゲームは終わる。

問　がさいころを回投げたところで負ける確率は
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問　がさいころを回投げたところで負ける確率は
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問　とが回ずつ投げても勝ち負けが決まらないときはゲームをやめることに

　する。の負ける確率が



を超えるのは  のときである。

解説

問　がさいころを回投げたところで負けるのは、以下の表より

出す目 何でもよい
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